
 
 

２
月
22
日
（
月
）
に
夜
市
公
民
館
で
、
料
理
同

好
会
の
み
な
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
第
20
回
男
性

の
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

『
２
』
づ
く
し
の
メ
モ
リ
ア
ル
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
「
定
食
を
作
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
料
理
を

し
ま
し
た
。
毎
回
の
こ
と
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
で

楽
し
く
調
理
を
し
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
お
い

し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
度
の
開
催
は
こ
れ
で
最
後
と
な
り
ま
し
た

が
、
来
年
度
も
年
４
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。 

開
催
告
知
は
随
時
公
民
館
だ
よ
り
で
行
い
ま
す

の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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いざ、調理開始！ 

料理のできる男性は素敵ですね 見事ブリ大根定食の完成♪ 

〈今回のレシピ〉 
 

○ブリ大根 

○チキンラーメンご飯 

○ごぼうサラダ 

○とろろ昆布汁 

○大学いも 

 

 



 

 

 

 

 
 
面積 

１１．６４ｋ㎡ 

世帯数 

１，０４８世帯（前月比：△３） 

人口 

男 １，２８１人（前月比：△７）

女 １，３６１人（前月比：△６）

計 ２，６４２人（前月比：△13）

【平成 22 年 1 月末現在】

 

親
子
で
一
緒
に 

楽
し
く
ダ
ン
ス
♪ 

１
月
25
日
（
月
）
に
夜
市
幼
稚
園
遊
戯
室
で 

「
親
子
体
操
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
約
60
名
の
参
加
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
清
永
香
織
先
生
の
指
導

の
も
と
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
り
、
道
具
を
使
っ
た

り
し
て
楽
し
く
体
操
を
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
体
操
を
す

る
こ
と
で
、
親
子
間
、
地
区
内
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
十
分
図
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

 

日 

時 

３
月
14
日
（
日
）
８
時
30
分 

 

JR
岩
徳
線
大
河
内
駅
集
合 

場 

所 

虎
ヶ
岳
（
414
ｍ
）
烏
帽
子
岳
（
412
ｍ
）

 
 

 
 

光
市
・
下
松
市 

歩 

程 

 

JR
大
河
内
駅
→
常
安
寺
→
虎
ヶ
岳
→
烏
帽

子
岳
→
虎
ヶ
岳
（
昼
食
）
→
定
光
寺
→
JR
山

陽
本
線
島
田
駅
【
解
散
予
定
時
間
15
時
頃
】

歩
行
時
間
4.5
時
間 

歩
程
約
12

km 

そ
の
他 

 

１ 

小
雨
時
は
集
合
場
所
で
決
定 

２ 

各
自
、
弁
当
、
お
茶
等
を
持
参 

３ 

参
加
費
１
人
100
円 

４ 

各
自
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
参
加 

５ 

詳
細
は
代
表
者
佐
々
木
ま
で 

（
℡
63-

４
７
９
８
） 

 

６ 

JR
岩
徳
線
電
車
連
絡
時
刻 

 
 

 
 

上
り 

徳
山
駅
発 

７
時
54
分 

 
 

 
 

 
 

 

大
河
内
駅
着
８
時
22
分 

主 

催 

 

Oh!
夜
市
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会 

主 催：やじの文化祭実行委員会 

共 催：夜市地区ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会

    夜市公民館定期講座団体 

問合せ：夜市公民館 

 ℡0834-62-2707 

とき：３３月７７日（日）９時～１４時  場所：夜市公民館 

公民館学級 

↑
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

大
き
な
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
作
り
に

挑
戦
！ 

↓
清
永
先
生
の
動
き
に
合
わ 

せ
て
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
♪ 

み
ん
な
飲
み
込
み
が
早
い
！ 

屋内イベント 

 発表会、展示、チャレンジコーナー等 

 

屋外イベント 

 バザー、各種イベントコーナー、福引抽選会等 

 

「
夜
市
地
区
Ｂ
級
グ
ル
メ
開
発
チ
ー
ム
」
が
こ

の
度
、
無
事
発
足
し
ま
し
た
。 

地
域
活
性
化
に
繋
が
る
面
白
い
企
画
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
期
待
と
は
裏
腹
に
応
募
数
が
少
な

く
少
数
で
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
少
々
淋
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
が
、
頑
張
っ
て
「
旨
さ
Ａ
級
」
の

Ｂ
級
グ
ル
メ
を
開
発
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
参
加
募
集
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
と
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

※
料
理
経
験
の
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。
老
若
男

女
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！ 

 

問
合
せ
先 

夜
市
公
民
館
（
℡
62-

２
７
０
７
）

 

自自
主主
防防
災災
・・
防防
犯犯
委委
員員
会会
開開
催催

～
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
向
け
て
～ 

１
月
29
日
（
金
）
に
夜
市
公
民
館
に
て
「
自

主
防
災
・
防
犯
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
各
自
治
会
か
ら
１
名
ず
つ
選
任
さ
れ

た
委
員
さ
ん
を
中
心
に
約
25
名
の
出
席
の
も

と
、
前
年
度
事
業
の
報
告
、
今
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
昨
年
の
豪
雨 

災
害
で
の
被
害
を
受
け
て
、 

現
在
、
市
で
取
り
組
ん
で 

い
る
全
市
的
な
洪
水
ハ
ザ 

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ 

い
て
、
市
担
当
課
よ
り
説 

明
が
あ
り
、
委
員
の
み
な 

さ
ん
で
夜
市
地
区
で
の
危 

険
箇
所
や
昨
年
の
災
害
箇 

所
に
つ
い
て
洗
い
出
し
作 

業
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

全
市
的
な
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
で
き
次
第
、

配
布
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
（
配
布
対
象

は
未
定
） 

 

◎
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
… 

大
雨
災
害
に
よ
る
被
害
を
予
測
し
、
そ
の
被
害

範
囲
等
を
地
図
化
し
た
も
の
。
危
険
箇
所
や
避

難
場
所
等
が
図
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Oh!
夜
市
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ご
案
内
（
第
64
回
） 

 

夜
市
地
区
の
名
所
・
史
跡
・
歴
史
等
を
紹
介
し

て
い
く
新
コ
ー
ナ
ー
。
記
念
す
べ
き
１
回
目
は
「
夜

市
」
の
名
前
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

現
在
の
地
名
「
夜
市
」
に
な
る
ま
で
時
代
に
よ

っ
て
次
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

①
矢
地 

 
 

こ
の
地
区
で
一
番
早
く
人
が
住
み
つ
い
た
と

言
わ
れ
る
垣
籠
（
現
在
の
貝
籠
）
の
山
王
社

を
造
る
際
に
地
中
か
ら
矢
じ
り
が
で
て
き
た

こ
と
か
ら
「
矢
地
」
と
言
う
よ
う
に
な
る
。 

②
弥
地 

 
 

矢
地
を
「
失
地
」
と
書
く
者
が
出
て
き
て
、

土
地
を
失
う
と
は
極
め
て
不
吉
な
こ
と
な
の

で
「
弥
地
」
と
書
く
よ
う
に
な
る
。 

③
八
千 

 
 

鷹
飛
原
八
幡
宮
の
明
細
帳
に
は
夜
市
川
の
こ

と
を
「
八
千
川
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
八
千
」

と
も
書
い
て
い
た
模
様
。 

④
夜
市 

 
 

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
年
）
藩
令
に
よ
り
夜

市
と
改
め
ら
れ
る
。（
夜
に
牛
市
が
立
つ
ほ
ど

栄
え
て
い
た
こ
と
か
ら
夜
市
と
な
っ
た
と
い

う
説
も
あ
る
） 

 

※
参
考
文
献
「
郷
土
誌 

矢
地
か
ら
夜
市
へ
」 

 

 


